

































































































































































































































































































































































































































話（導入部）を典拠とした作品で、何れも『今古奇観』の独訳である Greiner,Chinesishce Abende 中





















































































１　拙稿 ｢近代日本に於ける中国白話小説 ｢三言｣ 所収篇の受容について――１９１０年代～２０年代の動向を中心




小説 ｢三言｣ 所収篇の受容について――１９２６年～１９３９年までの動向を中心として｣（同１５､ ２００７）､ ｢近代日
本に於ける中国白話小説 ｢三言｣ 所収篇の受容について――１９４０年～１９４９年までの動向を中心として｣（同
１６､ ２００８）､ ｢近代日本に於ける中国白話小説集 ｢三言｣ 所収篇の受容について――神谷衡平と林房雄の訳





２０１１）､ 拙稿 ｢近代日本に於ける中国白話小説 ｢三言｣ 所収篇の受容について――増田渉の事例（１９２７）を
中心として｣（同１９､ ２０１１）､ ｢近代日本に於ける中国白話小説 ｢三言｣ 所収篇の受容について――新たに発
見された桃義会（１９２４）の翻訳事例を中心として｣（同２０､ ２０１２）参照。
２　塩谷温『支那文学概論講話』４６６頁参照。
３　① ｢碾玉観音｣（『警世通言』巻８ ｢崔待詔生死寃家｣ ② ｢菩薩蛮｣（『警世通言』巻７ ｢陳可常端陽仙化｣）
③ ｢西山一窟鬼｣（『警世通言』巻１４ ｢一窟鬼癩道人除怪｣）④ ｢志誠張主管｣（『警世通言』巻１６ ｢小夫人






１０』岩波書店､ １９３５）､「支那現代思潮」（『岩波講座東洋思潮１４』岩波書店､ １９３５）､「東洋現代思潮 支那現
代思潮」（『岩波講座東洋思潮 １１』岩波書店､ １９３６）
８　『国学院雑誌』（２７巻６号､ １９２１）
９　主要論考 ｢日支関係の理論的検討｣（『国際評論』４巻５号､ １９３５）､ ｢最近支那の社会と大同思想｣（『支那
事情講習録』東亜同文会調査編纂部､ １９２９）､ ｢民国革命史論｣（『支那研究』岩波書店､ １９３０）､ ｢支那国民
革命運動｣（『現代支那事情の研究』大阪屋号書店､ １９２８）､ ｢党治と絶えざる分裂｣（『支那及満蒙』新潮社、
１９３２）､ ｢憫むべき支那か､ 勝てる支那か｣（『国際評論』２巻１号､ １９３３）
１０　『帝国教育』（５９５､ １９３２）

















堂本店､ １９４１）､ 明治大学図書館所蔵『南陽堂本店古書販売目録（３９）』（南陽堂本店､ １９２８）
１９　橋本秀邦『雅邦遺墨集（乾）』（南陽堂本店､ １９２０）､ 橋本秀邦『雅邦遺墨集（坤）』（南陽堂本店､ １９２１）､
高瀬代次郎『佐藤一齋と其門人』（南陽堂本店､ １９２２）
２０　楠林安三郞「業界四十年の囘顧」（『紙魚の昔がたり（下）』訪書会､ １９３４）
２１　「楠林安三郎所蔵　露殿物語繪卷」（『慶長寛永風俗画集』画報社､ １９２６）､「露殿物語繪卷――六條三筋町
の場面――楠林安三郞氏藏」（『浮世絵界』４巻６号､ １９３９）
２２　増田渉「可常の話」『日刊支那事情』昭和２年１月１４日～１月２２日条。
２３　吉川幸次郎「菩薩蛮」（『芸林間歩』７､ １９４６）
２４　村松暎『杭州綺譚――京本通俗小説』（酣燈社､ １９５１）
２５　辛島驍『全訳中国文学大系・警世通言（１）』（東洋文化協会､ １９５９）
２６　松枝茂夫『中国古典文学大系　宋・元・明通俗小説選』（平凡社､ １９７０）
２７　井上紅梅「王安石の涙」（『東洋』昭和１５年６月号）
２８　村松暎『杭州奇譚』（酣燈社､ １９５１）
２９　吉川幸次郎『西山一窟鬼』（筑摩書房､ １９５６）
３０　松枝茂夫『中国古典文学大系　宋・元・明通俗小説選』（平凡社､ １９７０）
３１　辛島驍『全訳中国文学大系・警世通言（１）』（東洋文化協会､ １９５９）
３２　佐藤春夫「百花村物語」（『改造』４巻１０～１１号､ １９２２）
３３　佐藤春夫「花と風」（『女性改造』創刊号､ １９２２）
３４　拙稿「井上紅梅の研究」（勝山稔編『小説・芸能から見た海域交流』汲古書院､ ２０１０）､ 拙稿「近代日本に
於ける中国白話小説「三言」所収篇の受容について――新たに発見された桃義会（１９２４）の翻訳事例を中
心として」（『国際文化研究科論集』２０､ ２０１２）参照。
３５　宮原民平「我国に於ける支那戯曲の読解」（『拓殖大学論集』１巻１号､ １９３０）
３６　宮原民平「翻訳雑感」（『東洋』３０巻６号､ １９２７）
３７　宮原民平「まえがき」『支那小説戯曲史概説』（共立社､ １９２５）
３８　宮原民平・金井保三訳『西廂歌劇』（文求堂書店､ １９１４）
３９　宮原民平「支那研究の一方面」『拓殖文化』（２９､ １９２７）
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附記　本稿は平成２５年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B）海域交流をキーワードとした中国通俗
文芸の学際的研究）の交付を受けた研究成果の一部である。
謝辞　本稿作成にあたり松井良夫氏から様々なご教示を賜りました。また松井等氏の写真掲載については､ お
茶の水大学付属図書館デジタルアーカイブズから協力を賜りました。ここに感謝の意を表します。
